
【参考】大阪府警察の「平成25年度 児童生徒の携帯電話利用状況の調査」より

【参考】内閣府の「平成25年度 青少年のインターネット利用環境実態調査」より

学年懇談会に向けて事前に「我が家の携帯 (スマホ・タブレット含 )ルール」
のアンケート調査を実施しました。アンケート結果を取りまとめましたので
ご覧ください。  回答いただいた保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

※207件の回答をいただきました。

※大阪府下の国公私立学校の中学校1年生児童生徒及び保護者対象

※全国の中学生児童生徒及び保護者対象

※持たせていないご家庭のご意見から
　● 現時点で必要ない（本人が欲しがらないという意見も）
　● 高校生になってから
　● 親との連絡用に持たせたいが、トラブルが心配で思案中
※その他のご家庭のルールから
　● 買う前に親が作成した契約書にサインをさせた
　● テスト 1週間前、テスト期間中は親が預かる・禁止・利用制限など
　● テストの成績が悪かったら取り上げる
　● 自分の部屋に持ちこまない
　● 外に持ち出さない・持ち出す時は親の許可が必要など
　● SNS や LINE 禁止（会員制は入会しない）
　● 課金システムのあるサイト禁止・課金アプリは禁止
　● ネットを利用しない
　● フィルタリング利用
　● 一定額を超えた時は、お小遣いから自分で払う
　● パケット代をみせる（使い放題でも実際に使った金額）
　● 食事中はいじらない
　● 何も決めていない・本人に任せているなど
※利用する時間を決めているご家庭のルールから
　● 1 日の終了時間を決めている
　　（23時まで・22時まで・21時まで・夜遅い時間は注意するなど）
　● 1 日のトータル利用時間を決めている
　　（1日 30分・1日 1時間・長時間連続利用を禁止しているなど）

A: ゲーム機・B: タブレット型携帯端末・C: 携帯音楽プレイヤーによる利用状況

携帯電話
の所持率

SNS※
の利用状況

無料通話等アプリ※
の利用状況

家庭における
ルールの設定状況

被害経験を誰にも
相談しなかった

※ SNS とは「モバゲー」「mixi（ミクシー）」「グリー」など、知らない者どうしでも交流できるサイト
※ 無料通話等アプリとは「LINE（ライン）」「カカオトーク」「comm（コム）」などのコミュニケーションアプリ
※「出会い率」とは利用者のうち、見ず知らずの人と知り合ったことのある者の割合
※無線 LANとはケーブルがなくてもインターネット接続できるシステムの総称
※Wi-Fi（ワイファイ）は、Wi-Fi Alliance という団体に認証された、無線 LANの認定規格の 1つ
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我が家の携帯ルール(スマホ・タブレット含
)

保護者も、スマホなどインターネット接続端末の危険性についてもっと知り、子どもに持たせる
ことを選んだ以上は、無関心でいないことが必要だと感じます。今回のアンケート結果を参考に、
スマホなどインターネット接続端末の使い方や各ご家庭の事情に合ったルールについてお子さんと
話し合うきっかけにしていただけたらと思います。また普段から何か問題が起こった時お子さんが
相談しやすい環境にしておく事も大切ではないでしょうか。

学級委員より

アンケート結果

●アンケートより抜粋
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お金がかかる場合は親に相談 45.4%
ルールを破ったら一時利用禁止 35.7%
他人の悪口を書き込まない 31.9%
個人情報 (写真含 ) を書き込まない 28.5%
夜は置き場所を決める 25.1%
持たせていない※ 22.2%
暗証番号は親が管理 20.3%
その他※ 17.4%
利用する時間を決める※ 15.0%
利用する場所を決める 12.6%
充電器は親が管理 9.2%
定期的に親に携帯の履歴を見せる 7.2%

SNSや無料通話等アプリ
利用者で、見ず知らずの人
と知り合ったことがある
子どもが相当な割合いて、
中には、実際に会ったこと
がある子どももいます。

無断で電話番号や悪口を書き
込まれたり、いじめを受けた
等の経験のある子どもは1割
以下ですが、そのうち「誰にも
相談しなかった」と回答した
子どもが約4割いました。

家庭におけるルールを決めて
いると回答した保護者は約9割、
子どもは約6割でした。保護者
と子どもの回答とルールに
ついての認識の違いが見られ
ました。

平日1日 2時間以上、インターネットを利用
する子どもは3人に1人の割合となっています。
携帯電話でのインターネット利用は、保護者の
目が届きにくく、子どものインターネット上で
のトラブルの遭遇や問題行動を、保護者が把握
できていない場合も少なくありません。

タブレット型携帯端末や携帯音楽プレーヤーの
中には、インターネットに接続してスマート
フォンと同じようなアプリやサービスを利用
できるものもあります。※無線 LAN回線
（Wi-Fi など）の場合は、フィルタリングが
適用されない場合があります。
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ルールを決めている
ものの子供が守らないと
お悩みの保護者の方も。

親と子のお互いが納得した
ルール作りを！

課金・長時間利用・
トラブルを心配して各ご家庭で

ルールを決めている
様子が伺えます。

使いこなすはずのスマホや
ネットに時間を支配されて

いませんか？昨年の厚生労働省
研究班の調査ではネット依存の

中学生は６％でした。

インターネット上での悪意の
ある書き込みは名誉毀損罪や

侮辱罪で訴えられる事も。
知らぬ間に加害者になって

しまう危険性が！！

中高生のネット利用の傾向として、
ソーシャルメディアの利用時間が
長く、 「きずな依存」 が多いと
言われています。ネット依存傾向は
男子より女子の方が
　高いのも特徴。
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※女子中高生では9.9％！


